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商標登録出願の拒絶査定不服審判請求書の「請求の理由」の書き方

Ａ 「請求の理由」について．

商標法第５６条において準用する特許法第１３１条第１項に、審判請求書に

記載すべき事項が規定されており、その事項の一つとして、同項第３号に「請

求の趣旨及びその理由」が掲げられている。

「請求の趣旨及びその理由」における「理由」が記載されているというため

には、拒絶査定不服審判にあっては、その制度の趣旨からみて、拒絶査定を不

服とする実質的な理由が記載されていることを必要とするところであり、審判

請求書の「請求の理由」欄には、拒絶査定を不服とする実質的な理由として、

請求人の主張・立証を具体的、かつ明確に記載すべきものである。

（注）審決取消訴訟［ (行ケ) 号 （東高裁昭 最高裁平 ）の61 96 63.10.11 1.4.14］

判決を参照。

Ｂ 「請求の理由」の項分け記載について．

「請求の理由」欄には、拒絶査定を不服とする実質的な理由を具体的、かつ

明確に記載する方法として、項分け記載の採用を推奨している。

これによれば、審判請求人にとっても、要点整理を行いながら、請求書を作

成でき、審判請求の必要性を客観的に認識しうる等の点で有用であり、更に、

審理上必要な箇所を見出しやすく、要点整理に役立ち、審理の効率化を図るこ

とができるものと考える。

「請求の理由」欄には、以下の項目に分けて順次記載するものとする。

）（先願の登録商標と類似する場合の例

１． 手続の経緯

本願商標 指定商品及び出願から拒絶査定謄本の送達に至るまでの経緯 出、 （

願日、拒絶理由通知書の発送日、意見書提出日等）を記載します。

また、審判請求時に補正がある場合には、当該手続についても記載します。

［記載例］

本 願 商 標 ○○○○

指 定 商 品 第○類「○○，△△」

出 願 平成○○年○○月○○日

（優先日１９△△年△△月△△日）

拒絶理由の通知（発送日） 平成○○年○○月○○日
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意 見 書（提出日） 平成○○年○○月○○日

手 続 補 正 書（提出日） 平成○○年○○月○○日

拒 絶 査 定（起案日） 平成○○年○○月○○日

同 謄本送達（送達日） 平成○○年○○月○○日

手 続 補 正 書（提出日） 平成○○年○○月○○日

２．拒絶査定の要点

拒絶理由の適用条文を記載し、併せて査定の理由を簡潔に記載します。

［記載例］

適用条文 標法第４条第１項第１１号

引用商標 商標登録第○○○○○○○号

査定の理由 本願商標と引用商標とは 「○○」の称呼を共通にする、

類似の商標である。

３． 本願商標が登録されるべき理由

以下の項目に従って、拒絶査定の理由に関して具体的な反駁を行い、本願

商標が登録されるべきであるとする理由を記載します。

なお、審判請求時に指定商品の補正をした場合には、補正後の指定商品と

引用商標の指定商品の関係についても記載します。

(1) 本願商標の説明

本願商標の構成を説明し、本願商標の外観、称呼、観念等について説明

します。

［記載例］

本願商標は ○○ の文字からなるものであるから これより ○、「 」 、 「

○」の称呼及び「△△」の観念を生ずる。

(2) 引用商標の説明

拒絶の理由に引用された登録商標の構成を説明し、引用商標の外観、称

呼、観念等について説明します。

［記載例］

引用商標は ○○ の文字からなるものであるから これより ○、「 」 、 「

○」の称呼 「△△」の観念を生ずる。、

(3) 本願商標と引用商標との類否
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本願商標と引用商標から生ずる外観、称呼及び観念の相違点、両商標の

指定商品の類否等を説明して、本願商標が引用商標と類似しない理由を

明らかにします。

また、取引の実情等について主張するときは、証拠の提示とともに具体

的かつ明確に記載します。

［記載例］

(a) 両商標の類否

本願商標は 「○○」の文字からなり、引用商標は 「△△」の、 、

文字からなるものであるから、両商標は外観において明らかに区

別し得るものである。

本願商標から生ずる「○○」の称呼と引用商標から生ずる「○

○」の称呼とは ・・・であるから、称呼において相紛れるおそれ、

はない。

また、本願商標は「△△」の意味を有し、引用商標は「△△」

の意味を有するものであるから ・・・本願商標と引用商標とは観、

念上も相紛れるおそれはない。

(b) 指定商品について

本願商標の指定商品「○○」と引用商標の指定商品「○○」と

は ・・・であるから、非類似の商品である。、

(c) 結論

本願商標と引用商標とは、外観、称呼及び観念のいずれにおい

ても非類似の商標であり、その指定商品も非類似の商品である。

４．むすび

請求の趣旨を理由付ける結論として、原査定は理由がなく、本願

商標は登録すべきものである旨を記載します。

［記載例］

したがって、本願商標は、商標法第４条第１項第１１号に該当す

るものではないから、原査定を取り消す、本願商標は登録すべきも

のとする、との審決を求める。

※留意事項

① 証拠の提示
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本願商標の周知・著名性、商品・役務の相違、取引の実情、商標法第３

条第２項の主張（使用による識別性）等を主張する場合は、その根拠とな

る証拠を提示してください。

② 引用商標に対する審判請求について

、引用商標に対して不使用による取消審判又は無効審判を請求する場合は

その請求書の写しを提出してください。


